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トビイ ロウンカの人為的 卵態越 冬につい て1

竹 沢秀夫 ・近岡一郎 ・二宮 融

神奈川県農業試験場

最近立石(1955),糸 賀(1955),鮫 島(1956)ら は ト

ビイロウンカの越冬に関す る調査研究の一部 として湿田

稲二番芽生産下卵の越冬実態について報告し,稲 二番芽

生には春季まで孵化可能の生卵が存在することをほぼ明

らかにした。筆者らは秋末産下した トビイロウンカ卵を

被産卵植物から個々に取 り出し,人 為的な飼育装置内に

収容して野外および湧水田飼育を行い,卵 態越冬の能否

を実験的に調査した。その結果卵が高い湿度環境下に保

持され るときは卵態で越冬しうることの可能性を検知し

えた。 もちろん自然状態下におけるものとは多少趣を異

にするが,今 後本種の越冬を究明する上に参考になる点

もふ くまれると考えられるのでその結果を予報する。な

お本調査を実施するにあた り種々御指導頂いた農業技術

研究所昆虫科長深谷昌次博士に厚 く感謝す る次第で あ

る。

材料および方法

供試卵 秋季圃場に多発生した トビイロウンカ成虫を

採集し,10月 下旬から11月 上旬にわたって野外で稲に

産卵 させた ものを用いた。

飼育方法 野外飼育は11月26日 に被産卵植物から卵

を取り出し,第1図 に示すような湿室を作り,カ バーグ

第1図 野 外 飼 育 装 置

a:カ バ ー グ ラス b:硝 子 環

c:脱 脂 綿+水 d:ス ラ イ ドグ ラス

硝 子 環 の 上 縁 に 白色 ワ セ リンを 塗 布 し て カバ

ー グ ラス を 密 着 せ しめ,硝 子 環 と ス ラ イ ドグ

ラス は 溶 解 した パ ラ フ ィ ンで 固 着 せ しめ た 。

ラ ス の 内面 に 卵 を 附 着 せ し め て 収 容 し,さ らに この 装 置

を大 型 シ ャー レ(14.7cm×3.4cm)に 入 れ て 室 温 に 置

き,12月8日 に至 って気象観測用百葉箱(地 上約65cm

の高 さに設置してある)に 移して野外飼育を行った。飼

育期間がかなり長期にわたったため随時湿室内の脱脂綿

に水を滴下して乾燥を防止した。

湧水田飼育は11月27日 と同28日 に被産卵植物か

ら卵を取 り出し,第2図 に示すような秤量管に水を含ま

第2図 湧水田飼育装置

a:秤 量管 b:濾 紙 c:脱 脂綿+水

せた脱脂綿と濾紙を入れ,濾 紙の上に卵をならべて収容

し室温に置き,12月8日 に至ってさらにこの装置を大型

デシケーターに入れ,常 時約18℃ 前 後の湧水がわずか

に流れ る湿田に卵がほぼ水面 と同じ高さになるようにデ

シケーターを地中に埋め,百葉箱を被せて継続飼育した。

調査方法 野外飼育卵は1月12日,1月30日,2月

17日,3月5日 および3月22日 に,ま た湧水田飼育卵

は12月25日,1月12日,1月30日,2月17日,3

月5日 および3月22日 の6回 にわたって24～25℃ に

調節した硝子張 り定温器に移して加温し,生 卵数ならび

に孵化幼虫数を毎日調査した。なお本調査において生卵

数 として取扱った卵はいずれ も加温によって外観的に胚

子発育が認められたものである。

結果および考察

野外飼育における人為的卵態越冬の調査結果は第1表

のとお りである。1月12日 か ら3月22日 にわたる各時期

とも生卵が存在し孵化するものが認められた。なお秋末

期における卵の発育程度(外 観的観察による眼点形成の

有無)は 卵越冬の能否とかな り密接な関連を有すること
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第1表

括弧内の数字は孵化中途において死亡し完全に脱出しえなかったものを示す。

第2表

括弧内の数字は孵化中途において死亡し完全に脱出しえなか ったものを示す。
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が うかがわれた。すなわち採卵時あまり発育の進んでい

なか った眼点未形成卵では,1月12日 か ら3月22日 にわ

たる各時期とも加温によって孵化す るものが認められた

が,採 卵時すでに眼点の形成 されていた卵では,1月30

日加 温の ものからわずかに不完全孵化1頭 が認められた

のみで,い ずれ も翌春まで生存を全 うしえた ものはなか

った。また,加 温から孵化までの所要日数についてみる

と,眼 点形成卵(採 卵時)は1月30日 加温の ものから

5日 目に不完全孵化1頭 が認められ,眼 点未形成卵では

1月12日 か ら3月22日 にわたる各加温時期とも9日 以

上を経て孵化してお り,加 温時期の早晩による孵化所要

日数の差はほとんど認められなかった。このことから越

冬卵は発育停止の状態で厳寒期を経過した ものと推定さ

れた。

湧水田飼育における人為的卵態越冬の調査結果は第2

表に示したとお りである。12月25日 か ら翌年3月22日

にわたる各調査時期とも生卵が存在し,孵 化するものが

認められた。なお秋末期における卵の発育程度(外 観的

観察による眼点形成の有無)と 越冬との関係をみると,

採卵時発育の進んでいた眼点形成卵では1月30日 の加

温まで孵化が認められたが,2月17日 以降の加温では

まった く孵化しなかった。他方,眼 点未形成卵(採 卵時)

では2月17日 以降の加温でもかなりの孵化が認められ,

野外飼育における結果とほぼ同一の傾向を示した。

以上の結果は秋末産下卵を被産卵植物から個々に取 り

出し,人 為的湿室下で越冬させたものであり,自 然状態

下における越冬 とは趣を異にするが,ト ビイロウンカが

秋季適当な植物に産卵し,高 い湿度環境下に卵が保持さ

れ るときは比較的容易に厳寒期を経過し うることが検知

される。また,秋 末期における卵の発育度は越冬の能否

とかなり密接な関連を有す ることが うかがわれる。
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